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伝
染
病
予
防
法
下
の
伝
染
病
統
計
に
大
正
三
年
の
東
京
に
お
け

る
発
疹
チ
フ
ス
の
大
流
行
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
代
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

発
疹
チ
フ
ス
は
伝
染
病
予
防
法
の
公
布
時
か
ら
法
定
伝
染
病
で

あ
り
、
当
時
、
病
原
体
は
不
明
で
戦
争
や
飢
饅
に
伴
い
、
ま
た
は

監
獄
に
て
流
行
す
る
疾
患
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
日
本
で
は
第
二

次
世
界
大
戦
の
翌
年
に
大
流
行
が
あ
り
、
現
在
も
ア
フ
リ
カ
に
て

大
規
模
な
発
生
が
時
々
お
こ
っ
て
い
る
。

大
正
三
年
二
月
、
東
京
市
本
所
区
内
に
発
生
し
た
発
疹
性
熱
性

疾
患
が
、
三
月
十
七
日
に
駒
込
病
院
院
長
宮
本
叔
に
よ
り
発
疹
チ

フ
ス
と
確
診
さ
れ
て
か
ら
内
務
省
は
急
邊
、
防
疫
評
議
員
を
置
き

四
月
三
十
日
第
一
回
防
疫
評
議
員
会
を
開
催
し
た
。
元
来
日
本
に

お
け
る
発
疹
チ
フ
ス
の
存
在
を
疑
問
視
す
る
も
の
も
あ
り
、
当
時

５
大
正
三
年
の
東
京
に
お
け
る
発
疹
チ
フ
ス

の
大
流
行
に
つ
い
て

渡
部
幹
夫

の
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
三
月
二
日
時
事
で
は
「
チ
フ
ス
全
市
内
へ

の
蔓
延
」
と
患
者
数
一
五
○
人
を
超
え
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
腸
チ
フ
ス
や
パ
ラ
チ
フ
ス
と
区
別
が
つ
か
ず
に
報
道
が
さ

れ
て
い
る
。
三
月
二
五
日
東
京
日
日
で
は
「
奇
病
発
疹
性
腸
チ
フ

ス
の
患
者
数
が
一
、
○
四
八
人
と
な
り
、
医
師
を
含
む
東
京
市
吏

員
、
避
病
院
看
護
婦
、
警
視
庁
巡
査
な
ど
に
多
数
の
発
症
と
殉
職

者
が
出
て
い
る
」
こ
と
を
報
道
し
て
い
る
。
五
月
七
日
時
事
に
は

「
東
京
の
発
疹
チ
フ
ス
の
流
行
が
下
火
に
な
り
夏
に
な
れ
ば
絶
滅

す
る
に
到
ら
ん
か
」
と
予
測
す
る
当
局
者
の
談
話
が
の
っ
て
い

る
。
こ
の
間
内
務
省
衛
生
局
、
東
京
市
は
警
視
庁
の
防
疫
員
・
防

疫
官
吏
の
増
員
、
地
方
へ
の
防
疫
官
の
派
遣
を
し
て
い
る
。
四
月

以
降
『
発
疹
チ
フ
ス
予
防
心
得
』
と
「
発
疹
チ
フ
ス
』
の
二
冊
子

を
作
成
し
各
方
面
に
配
布
し
て
い
る
。
第
一
回
評
議
員
会
に
お
い

て
、
北
里
評
議
員
の
主
張
し
た
根
本
的
予
防
撲
滅
の
方
法
「
患
者

と
接
触
す
る
も
の
を
適
当
の
場
所
に
収
容
し
て
隔
離
す
べ
き
で
あ

る
。
収
容
施
設
を
大
々
的
に
造
り
、
平
時
に
お
い
て
は
市
立
無
料

宿
泊
所
と
し
て
労
働
者
を
衛
生
的
な
家
屋
に
居
住
さ
せ
る
べ
し
」

と
の
意
見
書
は
見
送
ら
れ
て
い
る
。
九
月
十
八
日
の
評
議
員
会
に

て
、
十
八
％
の
死
亡
率
で
四
千
人
を
超
え
る
患
者
の
発
生
を
み
た
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大
流
行
の
終
煽
を
確
認
し
て
い
る
。
同
時
に
次
の
冬
季
に
お
け
る

再
流
行
の
予
防
の
た
め
に
消
毒
清
潔
方
法
と
駆
虫
の
徹
底
、
健
康

診
断
の
続
行
、
日
光
と
換
気
に
よ
る
屋
内
と
寝
具
衣
服
の
清
潔
を

心
が
け
る
こ
と
を
意
見
と
し
て
い
る
。

一
九
二
八
年
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
医
学
賞
が
○
．
⑦
‐
国
．
昌
８
斤

の
発
疹
チ
フ
ス
に
関
す
る
研
究
に
対
し
て
贈
呈
さ
れ
た
。
’
一
コ
ル

が
チ
ェ
ニ
ス
で
発
疹
チ
フ
ス
の
コ
ロ
モ
ジ
ラ
ミ
に
よ
る
蔓
延
の
仮

説
と
モ
ル
モ
ッ
ト
へ
の
感
染
実
験
を
行
な
っ
て
い
る
の
が
一
九
○

三
年
か
ら
一
九
一
四
年
頃
で
あ
り
、
国
民
２
苗
圃
冒
○
弓
闇
①
冨
肖
の

命
名
が
一
九
一
六
年
で
あ
る
。
一
九
一
四
年
に
始
ま
っ
た
第
一
次

世
界
大
戦
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
や
バ
ル
カ
ン
半
島
に
お
け
る
発
疹

チ
フ
ス
の
大
流
行
の
一
方
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
ニ
コ
ル
の
説
に
従
っ

た
防
疫
管
理
を
行
い
発
疹
チ
フ
ス
の
大
流
行
を
防
い
で
い
る
。
病

原
体
が
不
明
で
治
療
法
の
な
い
伝
染
病
の
防
疫
は
困
難
と
考
え
る

が
、
大
正
三
年
の
流
行
は
、
ニ
コ
ル
の
学
説
も
参
考
と
さ
れ
比
較

的
短
期
間
に
制
御
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
大
正
三
年
二
九

一
四
年
）
東
京
で
な
ぜ
発
疹
チ
フ
ス
が
大
流
行
し
た
の
か
。
前
年

の
東
北
地
方
に
お
け
る
飢
饅
、
当
年
の
上
野
で
の
大
正
大
博
覧
会

会
場
設
営
の
た
め
の
季
節
労
働
者
の
大
量
流
入
、
古
着
の
大
量
輪

入
な
ど
を
原
因
と
し
て
い
る
が
確
定
で
き
る
も
の
は
な
い
。
大
正

三
年
は
シ
ー
メ
ン
ス
疑
獄
事
件
、
第
一
次
世
界
大
戦
へ
の
参
戦
な

ど
が
あ
り
、
伝
染
病
研
究
所
の
内
務
省
か
ら
文
部
省
へ
の
移
管
が

行
な
わ
れ
、
北
里
柴
三
郎
が
そ
の
所
長
を
退
い
た
年
で
あ
る
。
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
に
お
い
て
発
疹
チ
フ
ス
が
大
流
行
し
た

社
会
状
況
は
想
像
し
に
く
い
が
、
当
時
の
報
告
か
ら
は
労
働
者
の

居
宅
状
況
の
非
衛
生
的
な
状
態
が
予
想
さ
れ
る
。
夏
目
漱
石
の

『
こ
こ
ろ
」
や
永
井
荷
風
の
「
日
和
下
駄
』
の
書
か
れ
た
時
代
で
あ

る
が
そ
れ
ら
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
東
京
の
生
活
現
場
が
存
在
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

行
政
は
、
原
因
不
明
の
伝
染
病
に
患
者
隔
離
と
消
毒
、
駆
虫
の

徹
底
で
対
応
し
た
が
、
北
里
の
提
言
し
た
労
働
者
の
生
活
環
境
の

改
善
の
施
策
に
は
ほ
と
ん
ど
取
り
組
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
興
味

が
持
た
れ
る
。

（
港
区
み
な
と
保
健
所
）


